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                                                      の 4 通りあります。

　図 1 のア〜エの中から A をはる 2 マスのえらび方は

4C2＝         ＝6 通り，その 2 マスへの A の置き方は 2×2
＝4 通りで，残りは B をはります。6×4＝24 通りです。

　B 2 枚，C 2 枚　図 2 の 4 通りあります。

A 4 枚，C 2 枚　図 2 の B を A に変

更する場合 4×2×2＝16 通り，図 3
も含めると 16＋2＝18 通りです。

C 2 枚の置き方は全部で 16＋6＋4＝26 通りあります。
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① P が A，Q が H のとき

② P が A，Q が G のとき

① Q を C に固定，P を F から A に

② P を A に固定，Q を C から H に

③ Q を H に固定，P を A から F に

④ P を F に固定，Q を H から C に

③ P が E，Q が G のとき

④ P が E，Q が H のとき
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　①〜④のように，点 P，Q のいずれかの位置を抑えて作図してい

きましょう。（ア）は 2cm の直線，（イ）は正方形になります。

　上の立体図の曲線は点 Q を C に固定し，点 P を F から A に動

かしたときの点 M の動いた跡です。②③④の様子は図の通りです。

囲む面積は正方形IJKL の面積の半分で 8×8÷2＝32cm2 です。
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① P を A に固定，Q を C から H に

② Q を H に固定，P を A から Y に

③ P を Y に固定，Q を H から C に

④ Q を C に固定，P を Y から A に
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　    （2）でできた曲線の 1 つが下にスライドしてできた図形だと捉えましょう。

　点 P の移動範囲を正方形AYXI に広めると，点 M の移動範囲は（ア）の図形を底面とする柱体が，右

上の立体図の斜線部分の範囲にできます。柱体の高さ（幅）は 2 cm なので，体積は 8×2＝16 cm2 です。

（イ）

（3）（ア）

　第 7 部分列のうち，一の位が 1 の数は 第 6 部分列の数

の右はしに 1 をつけた数になる ので 32 個あり，一の位

が 2 以上の数は 第 6 部分列の数に 1 を足した数になる 

ので 32 個あります。合計で 32×2＝64 個になります。

表にまとめると次のようになります。表にはパスカルの

三角形の数が並び，各列の和が 1，2，4，8，16，… のよう

に 2 倍になっていることが確認できます。

　第 7 部分列は 64 個，第 8 部分列は 64×2＝128 個，

第 9 部分列は 128×2＝256 個あります。第 10 部分列

は 1 桁の数で和が 10 になる数がない ので，256×2＝

512 個よりも 1 個 少なくなります。

　1111111111 は第 10 部分列で一番最後に並びます。

1＋2＋4＋8＋16＋32＋64＋128＋256＋（512－1）
＝512×2－1－1＝1022 番目（全体での順番）です。

　第 11 部分列では，1 桁で和が 11 のものと，2 桁で和

が 11 のもの（1-10と10-1）の計 3 個が存在しない。第

11 部分列の一番最後は 1022＋（512×2－3）＝2043 番

目です。この問題では，第 11 部分列の中で大きい順で

2043－2018＋1＝26 番目の数を考えるとよい。

4　13　22　31　112　121　211　1111

5　14　23　32　41　113　122　131　212　221　311
1112　1121　1211　2111　11111　

第 4 部分列
（和が 4）

1 桁 2 桁 3 桁 4 桁

1 桁 2 桁 3 桁

4 桁 5 桁

（和が 5）
第 5 部分列

桁の数
1

1 1
11

1
31

12
13

6
1010

141
51
4

15

2

3

4

5

6

2 3 4 5 6

各
位
の
数
の
和

1
11

1
31

12
13

6
1010

141
51

4
15

→ 1
和 パスカルの三角形

→ 2
→ 4
→ 8
→ 16

→ 32

①

②

③

④

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

 11111111111→2111111111→1211111111→…→1111111112

→311111111→221111111→212111111→…→211111112

→121121111→121112111→121111211
→131111111→122111111→121211111
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ある方向から見たとき，黒いブロックが 1 つでもあると

黒く見えます，1 列すべて透明なブロックのときは透明

に見えます。ブロックの配置は上図のようになり，★の

位置（1‐2‐2，3‐2‐2）には必ず黒いブロックが入ってお

り，①〜④の位置（2‐1‐1，2‐3‐1，2‐1‐3，2‐3‐3）には黒

いブロックが入っている可能性があります。

次のように，黒いブロックは 最大で 6 個，最小で 4 個

（6 個のとき）★★①②③④

（5 個のとき）★★①②③，★★①②④，★★①③④，★★②③④

（4 個のとき）★★①④，★★②③  の 7 通り 考えられます。

1‐1‐1 の立方体では，●が正六角

形の中心です。これは E から x

方向に 1 動かしたものなので右

図のようになり，この点を中心と

する正六角形が作図の答えです。

　ある頂点の位置に関して，x 方向（E→F），y 方向（E→H），

z 方向（E→A）の 3 方向にそれぞれ動かすと，矢印の方向に

点が移動すると考えましょう。

　（1）で求めた 6 個の立方体に関しては，1‐1‐1 を基準

に x，y，z の増加に注目して中心の位置を特定するとよ

いでしょう。③④は①②から z を 2 増やす方法で考える

と作図がスムーズにできます。
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